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鶏糞乾燥機の脱臭手法について

坂　本　光　男

（福島県養鶏試）

1　ま　え　が　き

農業の選択的拡大が捉唱されて以来，畜産特に．養

鶏，養豚はその傾向が著しい。

これらの飼育規模の拡大は，多くの場合土地基盤の

拡張を伴わないことがあり，したがってこれらの

排泄する糞尿の処理も，従来のような簡単な方法とは

異なったかなり高度な様式を採用して処理する方法に

変わってきたことと住宅が近掛こまで膨張してきた結

果，畜舎から排出する汚水による水質汚濁，悪臭，騒

音による周囲住民への被害等を惹起するようになり．

公害的要素が多くなってきた○

糞掛こよって惹起された公書問題は，昭和45年度

農林省畜産局の調査によれば，第1蓑のとおりで，全

発生件数822中，悪臭の関係しているものが，実に，

598件96．1％と大部分であり，養鶏公害発生のほとん

どが鶏糞の悪臭によるものであると言うことができる○

鶏糞中に含まれる臭気物質は，アンそこヤが圧倒的

に多く，その他は，硫化水素，低級脂肪酸（蟻酸，酢

酸，プロピオン軌　酪酸）ノルカブタン，スカトール

等であるといわれている〇

第1表　畜産公害発生状況（昭和45年農林省畜産局）

水 質 汚 濁
水 質 汚 滞

悪 臭，害 虫

悪　 臭

害 虫 発 生
そ　 の　 他 計

件

数 2 1 4 1 5 5 7 5 8 2 2

割

合 5．4 ％ 8．° 8 9 5 0．5 1 0 0．0

当場は，昭和59年，市街地から現在地に移転する

と同時に，法条乾燥時の悪臭を考慮して，水洗式脱臭

装置付の火力鶏糞乾燥機を導入，乾燥親糞を附近の野

菜栽培農家に分譲してきた。

当時は，周囲に住宅も少なく，あっても農家がほと

んどで苦情を訴える人もなかったが，45年ころより，

近くに住宅団地が造成されて，次々に住宅が建設され

るようになったため，一層始発の悪臭防止対策を講ず

る必要に迫られ，脱臭剤の応用による消臭と，火力乾

燥機の排出ガスの脱臭とに若干の試みをしたので，そ

の効果について報告する。

Ⅰ脱臭剤による火力乾燥機排ガスの脱臭

1　試験方法

（1）臭気の測定

現在行われている臭気の測定法には，①臭気成分を

分析して，その含有量で示す。②臭気成分を濃縮して

分析しその量で示す。③臭気成分を含んだ空気の一定

量を薬品の入った管に通し，変色した量によって定量

する。④人間の臭覚に訴える感応テストの4つの方法

がある。

一般に合成化学工業から排出される臭気物質は単純

物質によるものが多いが，天然産物を材料とする製造

工業においでは，復合された場合が多く，定量分析の

みでは臭気の強さを云々することは非常にむづかしい。

そこで本試験の脱臭の効果を判定するために，食塩水

平衡法を採用臭気度で表現した○

食塩水平衡法を図示したのが，第1回である○すな

わち，臭気物質の含まれたガスの捕集サンプルは，あ

らかじめ1％食塩水50－別戒を入れたガス洗淋墳ま

たはガス吸収管を用い，気液共発しないよう吸引調節

べんを調節して吸引ポンプで約2時間（5∠／分）吸

引描集サンプリングする。普通測定する場合は，吸引

量も同時に測定するのであるが同容積のサンプリング

場を使用すれば，あえて測定しなくとも実用的には問

題がないのが本法の特徴である。描集液に1％食塩水

を使用する理由は，臭気性ガスが水に溶解する場合，

一部イオン化するような物質（アミン類，脂肪酸炉）

が電離平衡する際の安定化を回るためである○

以上のような方法で採取した輔集液を第2回の方法

で一定量の1％食塩水の中に南下し，送風して臭気を

再現し，5人のパネルによってその限界を判定して次

の公式で臭気度を計算する。

吸引調節べん

第1図　食塩水平衡法



東北農業研　究　第15号　（1974）　　　　　　　　　　　29

第2図　食塩水平衡法

臭気虔　＝
臭気描集液滴下量＋稀釈液量

臭気描集液滴下皇

（2）供試脱臭剤および使用方法

44年度

供試剤　　エフニック（10％）

実施月日　　7、8月

供試剤の使用方法

1遇間に排泄される鶏糞宜量の約10％に相当す

る量を，除糞後の床面に最初80％，4日目に残り

40％を鶏糞堆積上に散布して，7日日に除糞採糞し

火力乾燥した。

45年度

供試　剤　　エフニッタ（10％）

〝　　（5％）

カ　ルタ　ー（800倍）

パイチリソ（1％）

実施月日　　　8・－9月

供試剤の使用方法

エフニッタ10％，同じく5％区はともに44年と

全く同じ方法で散布，カルターは，800倍溶液とし

して飲み水代わりに投与，パイチリンはエフニッタ

同様鶏糞排泄重量の1％を除糞後の床面に散布，い

ずれの区も7日目に険糞採糞して火力乾操した。

46年度

供試剤　　エフニッタ（10％）

〝　　（5％）

パイチリソ（1％）

カ　ルター（800倍）

バイェルファック（0．5％ブ

アラマスク　　（0．02％）

ピタリゲyE S（0．5％）

実施月日　　8－9月

供試剤の使用法

ェ7ニッタ10％，同じく5％，バイチリン，カ

ルターは45年度と全く同じ方法で繰り返した。

ノミイエルフブックは0．5％溶液を隔日鶏糞上に如

露で散布，アラマスクは0．02％溶液をバイエルファ

ック同様に鶏糞上に如霞で隔日散布，ピタリゲ㌧／E

Sは飼料重量0．5％の割合で飼料に混合して給与，

いずれも前回，前前回同様に7日目に除糞採糞して

火力乾燥した。

なお，以上d桂の供試剤の成分は，・エフニッタを除

いて明らかにされていないが，′くイチリソはある種の

酵母であり，バイエルファック，アラマスクはともに

外国製のマスキング的性格（偽臭）が強い製剤である○

また，ピタリゲソE8も′くイチリンと同じくある種

の酵母製剤である。

2　試験　成績

44年度成績

ェ7こ，クを散布した鶏糞を火力乾燥した場合の排

出ガスの臭気度を測定した結果は第2表のとおりであ

った。

第2表　脱臭剤（ェフニッタ10％）を使用したと
きの火力乾燥時排出ガスの臭気度
（44年度2回実施の平均値で示す）

再 燃 洗 脱 臭 を 再 燃 焼 脱 臭 を

使　　　　　 用 使 用　 し　な　い

脱　 臭　 剤　 使　 用 1 5 5 － 1 4 0 1 d 0 － 1 8 5

脱臭剤 使用 しない 1．8 0 0 1．1 5 0 － 1，2 0 0

なお，火力乾燥に使用した乾燥掛ま，再燃焼式脱臭

装置のついた乾燥政であったため，再燃焼脱臭の効果

もあわせて調査した。

脱臭剤使用の効果は明らかに認められ，使用しない

場合の約兆に減少した0

しかし，再燃焼効果はわずかであって，むしろ使用

方法の不手際によっては焦臭が強くなる恐れがあるの

で，横妓操作に慣れることが必要である0

45年度成績

今回は，再燃焼脱臭を行わず，処理剤のみの効果を

検討した結果は，第5表のとおりで，エフニック10究

区が，前年同様の効果を示し他の区も，いずれも同程

度であったがかなり臭気が減少することを認めた0
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第5表　脱臭剤別火力乾燥時排出ガスの臭気度
（45年度：5回実施の平均値で示す）

脱 臭 剤 の 毯 猿 臭　 気　 度 備　　　　　　 考

エ フ ニッタ 10 ％ 1 8 5

再 燃 娩 脱 臭 は 使

用 しな い 。

〝　　 5　％ 2 4 5

カ　　 ル　　 タ　　 一・ 2 5 0

バ　 イ　 チ リ　 ソ 2 2 8

4°年度の成績

44，45年艇の繰返しと，新しく3種の処理剤を加え

て検討した結果が第4表のとおりである。

第4表　脱臭剤別火力乾燥時排出ガスの臭気度
（舶年度　2回実施の平均）

脱 臭　 剤 の 種　 類
l臭　 気　 度 備　　　　　　 考

エ フ ニ ッ タ 1 0 ％ 1 5 1

再 燃 廃 脱 臭 を し な

い ○

〝　　　　 5　％ 2 5 7

カ　　 ル　　 タ　　 ー 9 9

バ　 イ　 チ　 リ　 ソ 7 2

ノミイ ェ ル 7 7 ツ タ 5 9

ア　 ラ　 マ　 ス　 ク 1 5 4

ピ ク リ　ゲ∵／E ．S 2 5 5

エフニッタ処理については，過去2回の成績とほと

んど同じ程度に効果が認められたが，カルター，バイ

チリンについては，臭気度に前者は250と99，後者

は22dと72，というように格差があり処理に際して

何か問題があったのではないかと考えられ追試をする

必・必要を認めた。

バイエルファック，アラマスクともにマスキング的効

果はかなり認められたが，0，5％，または0．02％溶液

を隔日散布すさという点から，小規模養鶏家では応用

できても大規模経営には不向きであると思われる。

以上5回の調査から，エフニッタ処理が常に安定し

た値を示し，効果の点からも利用できる処理剤である

ことが認められたが，バイチリン，カルターの効果に

ついては，ある程度の期待がもたれるが，測定値に変

動があり再調査の必要があり，また，ピタリゲソE S

も同様である。

Ⅱ　水洗冷却による火力乾燥機排出ガスの脱臭

福岡県の種鶏場の調査によれば，現在市販されてい

る鶏糞乾燥機は15メーカー，54椀種の多くがある。

一方，乾燥機の脱臭様式または方法は

①　排出ガスを燃焼して臭気物質を熱分解させ脱臭

する法

喧　排出ガスを水洗して臭気物質を水に浴解させて

脱臭する法

（沙　排出ガスを土壌中を通過させで，土壌中に生存

する微生物に上って臭気物質を分解する法

の5方法がほとんどである。

当場においては，過去に，多段式水膜法水洗脱臭装

直付火力乾燥放，再燃焼式脱臭装置付火力乾燥畿（2

餃）を導入し使用したが，前者は，装置が小さく，水

量が乏しく，排出ガスが水と接触する時間が少なく，

また，夏季水温が高くなる（水温が低いと溶解豊が多

くなる）等の理由により脱臭効果は期待できなく，後

者は，燃料費がかかる。再燃焼温度が700℃以上でな

いとNH3，E2rlの50％を熱分解することができない，

サイクロンの集塵能力がすぐ限界になる等の理由によ

りこれもまた満足する結果が得られなかった。

そこで，農研式土壌脱臭装置を設置したが，当場の

地盤が重粘土質で，凝縮水の地下診透が望めないので

半地下式としたにもかかわらず，凝縮水とクール様物

質のため砂の層の目詰りをきたし数カ月で改修をよぎ

なくされた。

そこで再度，簡易な水洗冷却筒（第5図）のような

施設を設け，排出ガスの凝縮水の減少と，土壌脱臭層

の温度の上昇をおさえた結果次のような成績を得た。

第5図　簡易水洗冷却簡

排出ガスの水洗冷却の目的は

（古　臭気性物質（NH3，H2S）を水に溶解して脱臭

する（40℃でないと溶解度が劣る）。

②　集塵器（サイクロン）で除去できなかった微細

粉塵を，水蒸気と一緒に凝縮して除去する。

③　排ガスの温度を下げて，土壌中の微生物の活動

を活発にさせる（50℃くらいが理想）。

④　排ガスの中の水蒸気含量を下げて，凝縮分離す

る。
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第5表　排出ガスの温度

地　　　　　　　 理 温　　　　　 度 備　　　　　　　 考

水洗冷却簡通過前 10 0、 14 0 ℃ 水温 15℃、 17℃

〝　　 通過後 5 9～・′　4 5

差 6 1一一　 9 7

第8表　土壌フィルターの温度

測定個所
水 洗　した場 合 水洗 しない場合

動定部位（地表 15℃の ところ）
開始前 8 時間後 差 開始前 8時間後 差

1 1 5 1 8 5 1 5 5 2 5 9

1 4

2 ＿↑二 忙 ⑤

』 ↓→ ！→ ⑥

②の場所が排ガス流入場所

2 1 D 2 0 1 0 1 0 5 8 4 8

5 1 7 2 2 5 1 2 5 d 4 4

4 8 1 2 4 9 4 8 5 9

5 1 8 2 2 4 1 5 5 5 4 2

‘ 1 0 1 7 7 1 0 5 5 4 5

平　　 均 1 2．7 18．5 5．8 1 1．2 5 5．7 4 2，5

第7表　水洗冷却の排水中のNH3の畳

N E 3－N （p p m ） p H

水洗前の水 （市水道 ） D よ2 － 丘5

水洗後の水 （排 水 ） 2 8．0 ム4

であって，第5表に示すように59℃一郎℃に下がり，

ほぼ理想に近いが，これは使用する水温によってかな

り影響されることから夏期の水温上昇時には注意しな

ければならない。

土壌中の温度も水洗冷却することによって，平均18．5

℃以下に下げることができ，土壌中の徽生物の活動に

は理想的であったが，これも排ガスの温度に左右され

るので使用水の温度に注意する必要がある。

使用後の排水中には，28．DppmのNE3が検出され，

水洗することによって，鶏糞乾燥の排ガス中の大部分

を占めるといわれるNH3が大量に除去されることを認

めた。

第8衰　再燃焼脱臭と水洗冷却脱臭後の排出ガス
の比較（臭気度）

処　　　　 理 1 回 目 2 回 日 平　 均 備　　　　　 考

再 燃 虎
前 2 5 1 2 2 5 2 5 7 材料鶏糞 にはい

後 1 8 9 1 6 7 1 7 8 ずれもェ7 ニ ッ

ク10％散布した。
水洗冷却

前 1 1 9 1 8 2 1 5 0

後 5 2 8 1 d d

最後に，再燃鏡脱臭と水洗冷却脱臭後の排出ガスの

具慶について検討した結果は第8蓑のとおりで，水洗

冷奴脱臭は再燃晩脱臭よりも5倍近くの効果があるこ

とが認められた。

ま　　と　　め

以上44年から48年まで5カ年にわたり，いろいろ

と脱臭剤，または，脱臭装置を使用して脱臭の効果に

ついて検討した結果．脱臭剤のみ，脱臭装置のみでは

満足すべき結果が得られなかったが，エフこ，ク10

％と水洗冷却脱臭ならびに土壌フィルターを併用する

ことによりほぼ完全に脱臭処理できることを確認した。

しかし，排水中には28pp皿のyH3が含まれるので，

これらの処理を検討する必要がある。

本試験を実施するに当たり終始指導いただいた，農

挽研渡辺先生および処理剤の提供を厭った各関係者に

謝意を表する。


